
　掲載しているイベント等の情報は、
10月17日時点での情報です。状況に
より変更となる場合があります。

走って、笑って、秋を満喫！（P28に関連記事）

２ 令和６年度　決算報告

９
学校施設適正規模等基本構想を
策定しました

10 法輪寺三重塔　再建50周年

11
児童虐待防止推進月間・
こどもまんなか社会の実現にむけて

12 パゴにっき

14
11月９日は斑鳩町長選挙・
斑鳩町議会議員補欠選挙の投票日です

16 いにしえの風

17 図書館だより

18 まちの情報

26 保健センターだより

2025
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９月の町議会定例会で、令和６年度の決算が認定されました。

今回は、令和６年度に実施した主な事業を、総合計画の７つの基本目標に 
基づきご紹介します。
また、斑鳩町の財政状況についてもご紹介します。

【問合せ】政策財政課（☎内線255）

◆ �消防団活動の強化をはかるため、第１分団消防ポンプ車を更新しました。
◆ �災害時に備え、災害用簡易トイレなどを新たに備蓄しました。
◆ �安全・安心にくらせるまちづくりの拠点として、法隆寺南大門前に「動く交番」の開設場所を整備しました。
◆ �奈良県が作成した洪水浸水想定区域図をふまえ、防災ハザードマップを更新しました。
◆ �登下校時の子どもの安全確保のため、通学路などに防犯カメラを計画的に増設しました。
◆ �避難所としての機能強化をはかるため、中央公民館の非常用電源設備を改修しました。

◆ �防災機能強化や温室効果ガスの削減を目的として、避難所など公共施設の照明をＬＥＤに更新しました。
◆ �高齢者のごみ出し支援を充実させるため、一部地域での戸別収集に向けた準備を進めました。
◆ �適正な道路機能を維持するため、道路の維持補修を計画的に実施しました。
◆ �西和医療センターの移転とあわせた一体的なまちづくりに向けた検討を行い、ＪＲ法隆寺駅南側地区まち

づくり基本計画の作成を進めました。
◆ �来庁者の利便性向上のため、役場庁舎前駐車場の舗装を更新しました。

◆ �食材費の物価高騰に対応し、給食の質の維持や保護者の負担軽減をはかるため、町立小・中学校の給食補
助金を増額しました。

◆ �町内の私立保育所や認定こども園に対する運営費補助金を充実させ、保育士給与の処遇改善など保育環境
向上の支援を行いました。

◆ �安心して子どもを預けられる保育環境を整えるため、町立保育所の保育室に「みまもりカメラ」を設置し
ました。

◆ �より子育てしやすい町になるために、町長が子どもや子育て世代の意見を聴く「子育てタウンミーティン
グ」を開催しました。

◆ �学校と保護者の連絡の効率化をはかるため、学校・保護者連絡アプリを導入しました。

安全・安心にくらせるまちにします1

コンパクトで質の高い持続可能なまちにします2

子どもの未来が輝くまちにします3

令和令和66年度年度 決算報告決算報告

1

2

3
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◆ �スポーツ施設や避難所としての環境を向上させるため、スポーツに影響の少ない空調設備を中央体育館に
導入しました。

◆ �医療機関窓口での支払いを減らし、利便性を向上させるため、現物支給による子ども医療費の助成対象年
齢を高校生まで拡大しました。

◆ �新型コロナウイルス感染症予防接種の定期接種を開始しました。
◆ �ヒトパピローマウイルス感染症ワクチンの接種の機会を逃した人も接種を受けられるよう、キャッチアッ

プ接種を実施しました。
◆ �図書館をより利用しやすい環境に整えるため、新たなシステムを導入しました。

◆ �ふれあい豊かな地域社会の育成をめざし、龍田西地区地域交流館を整備しました。
◆ �地域コミュニティ活動への支援を充実させるため、地域集会所施設整備費等補助制度を見直しました。

◆ �防災重点ため池の現状を把握するため、町内のため池７か所で、耐震性調査や豪雨耐性調査を実施しま
した。

◆ �地域経済の発展と振興をはかるため、町内での創業支援や、債務保証に係る保証料補給を行いました。
◆ �地域の魅力向上や、持続可能な観光地域づくりを実現するため、法隆寺ⅰセンターなどの施設運用方法を

見直すための取り組みを実施しました。

◆ �令和７年度に藤ノ木古墳発掘調査40周年記念を迎えるにあたり、講演会や特別展などのプレイベントを
行い、機運醸成をはかりました。

◆ �埋蔵文化財を適切に保存するため、いかるがパークウェイ建設にともなう発掘調査を行いました。

最新の機能が備わった消防ポンプ車空調設備が整った中央体育館防災倉庫などを備え、新たに開館
した龍田西地区地域交流館

誰もが健やかに生き生きとくらせるまちにします4

つながりを大切にするまちにします5

魅力に満ちた活力あるまちにします6

悠久の歴史と文化、自然を大切にするまちにします7

4

5

6

7
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4億6,328万円の黒字
※「歳入」-「歳出」-「翌年度への繰越」

前年度比 　２，９７８万円増 前年度比　1，０９２万円増0.3％増 0.1%増

116億5,418万円 111億2,482万円歳入 歳出

※表中の金額は、表示単位未満を四捨五入して表示しているため、合計、差し引きとその内訳が一致しない場合があります。

会　計　名 歳入決算額 歳出決算額 収支差引額
一 般 会 計 116億5,418万円 111億2,482万円 ５億2,936万円
国民健康保険事業特別会計 27億7,825万円 28億1,227万円 ▲3,402万円
介護保険事業特別会計

（保険事業勘定） 28億4,264万円 27億7,901万円 6,364万円

介護保険事業特別会計
（介護サービス事業勘定） 1,664万円 1,339万円 326万円

後期高齢者医療特別会計 ６億2,885万円 ６億2,764万円 121万円
合　　　計 179億2,056万円 173億5,711万円 ５億6,344万円

扶助費
　医療費助成金など
27億4,481万円

普通建設事業費
　道路・施設の整備など
8億7,911万円

普通建設事業費
　道路・施設の整備など
8億7,911万円

普通建設事業費
　道路・施設の整備など
8億7,911万円

維持補修費
　施設の修理など
9,810万円

投資および出資金
　下水道事業会計への支出など
3億7,895万円

積立金
6,795万円

貸付金 10万円

人件費
20億3,186万円
人件費

20億3,186万円
人件費

20億3,186万円

繰出金
　国民健康保険などの
　特別会計への支出
7億5,413万円

補助費等
　各種団体への補助金や
　負担金など
13億3,546万円

補助費等
　各種団体への補助金や
　負担金など
13億3,546万円

補助費等
　各種団体への補助金や
　負担金など
13億3,546万円

公債費
　借りたお金の返済
8億5,248万円

公債費
　借りたお金の返済
8億5,248万円

公債費
　借りたお金の返済
8億5,248万円

物件費
　光熱水費・消耗品費・
　委託料など
19億8,187万円

物件費
　光熱水費・消耗品費・
　委託料など
19億8,187万円

物件費
　光熱水費・消耗品費・
　委託料など
19億8,187万円

地方交付税地方交付税
国が配分したお金国が配分したお金
33億7,725万円33億7,725万円33億7,725万円
国が配分したお金

国・県支出金国・県支出金
26億705万円26億705万円26億705万円
国・県支出金

繰越金 5億1,050万円繰越金 5億1,050万円繰越金 5億1,050万円町債
　国や銀行から
　借りたお金
5億2,760万円 使用料および手数料 1億6,282万円

諸収入 2億631万円

その他 6億2,740万円
［森林環境譲与税　329万円］

町税
30億5,828万円
町民税
固定資産税
都市計画税
　　　　　　　　　など

14.9億円
12.3億円
1.4億円

従来分 2.3億円
社会保障財源分
 3.4億円

地方消費税交付金
　地方消費税から
　配られたお金
5億7,697万円

※都市計画税は、目的税
　として下水道の整備な
　ど都市計画事業にあて
　られます。

※社会保障財源分は、
　消費税率引き上げ
　分として、社会保
　障施策にあてられ
　ます。

地方交付税

令和
６年度 斑斑鳩町の鳩町の財財政状況政状況

一 般 会 計 決 算

会 計 別 決 算
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■
実
質
単
年
度
収
支

そ
の
年
の
収
入
で
そ
の

年
の
支
出
を
賄
う
こ
と

が
で
き
た
か
を
示
す
指
標
。

当
該
年
度
の
実
質
収
支
か

ら
前
年
度
の
実
質
収
支
を

差
し
引
い
た
「
単
年
度
収

支
」
か
ら
、
黒
字
要
素
で

あ
る
財
政
調
整
基
金
積
立

金
や
、
赤
字
要
素
で
あ
る

積
立
金
取
崩
額
の
影
響
を

反
映
さ
せ
た
収
支
を
あ
ら

わ
す
。

■
経
常
収
支
比
率

財
政
状
況
の
弾
力
性
を

示
す
指
標
。
経
常
的
な

一
般
財
源（
町
税
や
普
通

交
付
税
な
ど
）に
対
し
て
、

固
定
的
に
支
出
さ
れ
る

経
費（
人
件
費
や
扶
助
費
、

公
債
費
な
ど
）に
使
わ
れ

た
一
般
財
源
が
占
め
る
割

合
を
あ
ら
わ
す
。

「早期健全化基準」以上
となった場合には、財政健
全化計画または財政再生計
画を策定し、財政再建に取
り組む必要があります。斑
鳩町ではすべての指標にお
いて「早期健全化基準」を
大きく下回っています。

今後も財政の健全化に努
めていきます。

町
債
残
高
は
年
々
大
幅
に
減
少
し
て
お
り
、

令
和
２
年
度
と
比
較
す
る
と
約
16
億
８
千
万

円
、
単
年
度
平
均
で
約
４
億
２
千
万
円
の
減

少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
財
政
運
営
の
良
し
悪
し
を
判
断
す

る
指
標
と
し
て
、
実
質
単
年
度
収
支
と
経
常

収
支
比
率
が
あ
り
ま
す
。

実
質
単
年
度
収
支
は
、
普
通
交
付
税
収
入

が
増
加
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
黒
字
と
な
り

ま
し
た
。

経
常
収
支
比
率
は
、普
通
交
付
税
の
収
入
が
増
加
し
た
も
の
の
、

児
童
福
祉
や
障
害
福
祉
な
ど
に
係
る
扶
助
費
や
物
価
の
上
昇
に
よ

る
各
経
費
の
増
加
な
ど
が
影
響
し
、0.2
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
ま
し
た
。

今
後
も
引
き
続
き
、
各
種
事
業
の
見
直
し
に
よ
る
経
常
的
経
費

の
縮
減
や
歳
入
の
確
保
を
徹
底
し
、
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

指　　　　　　標 令和６年度 早期健全
化基準

財政再生
基準

実質
赤字比率

標準財政規模に対して、一般会
計などの赤字が占める割合 赤字

なし

14.10% 20%

連結実質
赤字比率

標準財政規模に対して、すべて
の会計の赤字が占める割合 19.10% 30%

実質公債
費比率

標準財政規模に対して、地方債
（国や銀行などからの借入金）の
1年間の返済額が占める割合

8.0％
（前年度比▲0.1％） 25% 35%

将来負担
比率

標準財政規模に対して、将来負
担すべき負債の割合

4.8％
（前年度比▲4.8％） 350%

基金・町債の推移

-20,000

20,000

0

-40,000

40,000

60,000

実質単年度収支の推移（万円）

89.0

90.0

91.0

92.0

93.0

95.0

94.0

経常収支比率の推移

94.093.8

91.2

89.5

93.2

7,357

▲24,628

▲6,655

58,294

9,071

2年度 3年度 4年度 5年度 6年度 2年度 3年度 4年度 5年度 6年度

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000
（万円）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
■ 基金

（貯金） 253,236 284,981 308,284 315,503 314,266
■ 町債

（借金） 831,129 783,894 740,906 692,906 662,675

■ 基金（貯金）　　■ 町債（借金）

健 全 化 判 断 比 率 いずれの指標も国の基準を下回り、財政状況は健全 !

一 般 財 政 指 標会 計 の
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令
和
６
年
度

令
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６
年
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計

一
般
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計･･

各
特
別
会
計
決
算
審
査

各
特
別
会
計
決
算
審
査

■ 

審
査
の
結
果

令
和
６
年
度
斑
鳩
町
一
般
会
計
お
よ
び

各
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
書
、
歳
入

歳
出
決
算
事
項
別
明
細
書
、
実
質
収
支
に

関
す
る
調
書
お
よ
び
財
産
に
関
す
る
調
書

の
各
計
数
は
、
関
係
法
令
に
準
拠
し
て
調

製
さ
れ
、
誤
り
の
な
い
も
の
と
認
め
ら
れ

た
。ま

た
、
各
基
金
の
運
用
状
況
に
つ
い
て

も
計
数
に
誤
り
な
く
、
適
正
に
運
用
さ
れ

て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

令
和
６
年
度

令
和
６
年
度

健
全
化
判
断
比
率
等
審
査

健
全
化
判
断
比
率
等
審
査

■ 

審
査
の
結
果

審
査
に
付
さ
れ
た
健
全
化
判
断
比
率
・

資
金
不
足
比
率
お
よ
び
そ
の
基
礎
と
な
る

事
項
を
記
載
し
た
書
類
は
、
い
ず
れ
も
適

正
に
作
成
さ
れ
、
健
全
化
を
判
断
す
る
比

率
に
つ
い
て
は
、
問
題
な
い
も
の
と
認
め

ら
れ
た
。

令 和 ６ 年 度 の 決 算 額 は、 総 収 益 が
７ 億1,318万5,334円、 総 費 用 が11億
1,011万9,751円、差し引き３億9,693
万4,417円（前年度純損失１億2,709万
281円）の当期純損失となりました。

■ 事業の概要

■ 建設改良工事の概要

県営水道の供給率は100％です。
有収率は、給水量に対する料金収入となる水量の割
合で、有収率が高いほどムダな水が少ないことにな
ります。

（令和５年度全国平均は89.4％）

●�下水道工事等の他事業と連携し、配水管の整備を
実施しました。（総延長1,576ｍ）

《公共下水道事業との連携》
場　　　　所 延　長

目安１丁目、龍田南５丁目、
法隆寺北２丁目 851ｍ

《老朽管更新工事》
場　　　　所 延　長

大字幸前、幸前１・２丁目、
阿波３丁目、神南１丁目 725ｍ

配水設備改良費計 202,164千円

令和６年度 令和５年度
総 給 水 戸 数 11,660戸 11,635戸

総　給　水　量 2,955,489㎥ 2,950,842㎥

総 有 収 水 量 2,787,290㎥ 2,761,890㎥

有　　収　　率 94.3％ 93.6％

■ 経理状況
イ . 損益計算書 【令和６年４月１日～令和７年３月31日】� （単位 : 円）

借　　　　方 貸　　　　方
科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

〔１〕 水道事業費用 1,110,119,751 〔１〕 水道事業収益 713,185,334
（１） 営業費用 665,112,838 （１） 営業収益 600,099,720
（２） 営業外費用 16,382,496 （２） 営業外収益 79,930,548
（３） 特別損失 428,624,417 （３） 特別利益 33,155,066

〔２〕 当年度純損失 396,934,417
合　　　計 1,110,119,751 合　　　計 1,110,119,751

ロ . 賃借対照表 【令和７年３月31日現在】 （単位 : 円）
借　　　　方 貸　　　　方

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額
（資産の部） （負債の部）
〔１〕 固定資産 4,900,608,053 〔３〕 固定負債 1,093,435,473
（１） 有形固定資産 4,900,257,553 （１） 企業債 1,093,435,473
（２） 無形固定資産 250,500
（３） 投　資 100,000 〔４〕 流動負債 373,784,202

（１） 企業債 95,741,889
〔２〕 流動資産 611,068,343 （２） 未払金 255,691,749
（１） 現金及び預金 469,246,861 （３） 引当金 5,733,000
（２） 未収金 137,172,009 （４） その他 16,617,564
（３） 貯蔵品 4,649,473

〔５〕 繰延収益 2,253,152,631
（１） 長期前受金 2,253,152,631

（資本の部）
〔６〕 資本金 1,673,277,638
（１） 自己資本金 1,673,277,638

〔７〕 剰余金 118,026,452
（１） 資本剰余金 116,481,293
（２） 利益剰余金 1,545,159

合　　　計 5,511,676,396 合　　　計 5,511,676,396
※�この令和６年度決算をもって、斑鳩町水道事業は奈良県広域水道企業団に

移行いたしました。

問合せ

建設農林課
（☎内線216）

令和６年度令和６年度
水道事業会計決算水道事業会計決算
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令 和 ６ 年 度 の 決 算 額 は、 総 収 益
が ７ 億1,629万8,261円、 総 費 用 が
７億1,140万4,353円、差し引き489
万3,908円（ 前 年 度 純 利 益1,012万
1,322円）の当期純利益となりました。

■ 事業の概要
令和６年度 令和５年度

計画区域内人口 27,878人 28,033人
供 用 面 積 280ha 273ha
処理区域内人口 20,368人 19,904人
普 及 率 73.1％ 71.0％
年間汚水処理量 1,427,154㎥ 1,367,939㎥

■ 建設改良工事の概要
・下水道管路整備工事
　　工事延長	 1,569m　
　　事 業 費	 332,246千円
・奈良県流域下水道建設費負担金
　　負 担 額 	 11,736千円

■ 汚水処理量と接続件数の推移
年度 汚水処理量（㎥） 接続件数（件）
R元 1,203,763 4,302

R２ 1,269,864 4,473

R３ 1,303,804 4,662

R４ 1,338,228 4,824

R５ 1,367,939 5,057

R６ 1,427,154 5,232

一
般
会
計･

各
特
別
会
計
決
算

審
査
、
健
全
化
判
断
比
率
等
審
査
、 

水
道
事
業
会
計
決
算
審
査
お
よ
び
下

水
道
事
業
会
計
決
算
審
査
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
役
場
２
階
情
報
公
開
総
合
窓
口
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
監
査
委
員
室（
☎
内
線
３
０
５
）

令
和
６
年
度

令
和
６
年
度

水
道
事
業
会
計
決
算
審
査

水
道
事
業
会
計
決
算
審
査

■ 

審
査
の
結
果

令
和
６
年
度
斑
鳩
町
水
道
事
業
会
計
決

算
書
類
は
、
関
係
法
令
に
準
拠
し
て
作
成

さ
れ
、
当
事
業
年
度
の
経
営
成
績
お
よ
び

当
事
業
年
度
末
の
財
政
状
態
を
適
正
に
表

示
し
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

令
和
６
年
度

令
和
６
年
度

下
水
道
事
業
会
計
決
算
審
査

下
水
道
事
業
会
計
決
算
審
査

■ 

審
査
の
結
果

令
和
６
年
度
斑
鳩
町
下
水
道
事
業
会
計

決
算
書
類
は
、
関
係
法
令
に
準
拠
し
て
作

成
さ
れ
、
当
事
業
年
度
の
経
営
成
績
お
よ

び
当
事
業
年
度
末
の
財
政
状
態
を
適
正
に

表
示
し
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

■ 経理状況
イ . 損益計算書 【令和６年４月１日～令和７年３月31日】� （単位 : 円）

借　　　　方 貸　　　　方
科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

〔１〕 下水道事業費用 711,404,353 〔１〕 下水道事業収益 716,298,261
（１） 営業費用 602,132,127 （１） 営業収益 164,870,301
（２） 営業外費用 109,227,927 （２） 営業外収益 551,377,842
（３） 特別損失 44,299 （３） 特別利益 50,118

〔２〕 当年度純利益 4,893,908
合　　　計 716,298,261 合　　　計 716,298,261

ロ . 貸借対照表 【令和７年３月31日現在】 （単位 : 円）
借　　　　方 貸　　　　方

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額
（資産の部） （負債の部）
〔１〕 固定資産 18,385,308,447 〔３〕 固定負債 7,336,422,415
（１） 有形固定資産 17,138,291,348 （１） 企業債 7,336,422,415
（２） 無形固定資産 1,247,017,099

〔４〕 流動負債 639,752,416
〔２〕 流動資産 258,662,057 （１） 企業債 470,889,980
（１） 現金及び預金 206,409,110 （２） 他会計借入金 ０
（２） 未収金 52,312,947 （３） 未払金 166,311,897
（３） 貸倒引当金 △ 60,000 （４） 預かり金 150,539

（５） 引当金 2,400,000

〔５〕 繰延収益 8,787,604,765
（１） 長期前受金 8,787,604,765

（資本の部）
〔６〕 資本金 1,838,503,933
（１） 固有資本金 1,459,548,933
（２） 出資金 378,955,000

〔７〕 剰余金 41,686,975
（１） 利益剰余金 41,686,975

合　　　計 18,643,970,504 合　　　計 18,643,970,504

問合せ

建設農林課
（☎内線216）

令和６年度令和６年度
下水道事業会計決算下水道事業会計決算
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●●  

国
保
の
財
政
状
況

国
保
の
財
政
状
況

国
保
の
財
源
は
、
被
保
険
者（
世
帯
主
）

が
納
付
す
る
国
保
税
や
県
の
交
付
金
な
ど

か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
国
保
税
は
、

収
入
全
体
の
約
17
．8
％
を
占
め
て
お
り
、

国
保
運
営
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

令
和
６
年
度
決
算
で
は
、
前
年
度
繰
上

充
用
金（
累
積
赤
字
分
）が
歳
出
の
約

1.5
％

を
占
め
、
約
3
，4
0
2
万
円
の
赤
字
と

な
り
ま
し
た
。
な
お
、単
年
度
収
支
で
は
、

6
9
3
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
が
、

引
き
続
き
累
積
赤
字
が
大
き
く
、
厳
し
い

財
政
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

●●  

今
後
の
国
保
財
政

今
後
の
国
保
財
政

平
成
30
年
度
か
ら
奈
良
県
も
保
険
者
と

な
り
、
県
単
位
で
国
保
を
運
営
し
て
い
ま

す
。
医
療
費
は
全
額
県
が
負
担
し
、
そ
の

財
源
と
し
て
県
内
市
町
村
は
県
に
納
付
金

を
納
付
し
て
い
ま
す
。
納
付
金
は
被
保
険

者
が
納
め
た
国
民
健
康
保
険
税
で
ま
か
な

●●  

医
療
費
の
状
況

医
療
費
の
状
況

一
人
あ
た
り
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
令

和
２
年
度
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
減
少
し
ま
し
た
が
、
令

和
３
年
度
以
降
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
被

保
険
者
の
高
齢
化
や
医
療
の
高
度
化
な
ど

に
よ
り
、
今
後
も
医
療
費
は
増
加
し
て
い

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

医
療
費
の
増
加
の
抑
制
の
た
め
に
、
被

保
険
者
一
人
ひ
と
り
が
、
健
康
管
理
や
適

切
な
医
療
受
診
な
ど
自
分
に
で
き
る
こ
と

か
ら
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

●● � �

国
保
財
政
の
健
全
化
に
向
け
た

国
保
財
政
の
健
全
化
に
向
け
た

取
り
組
み（
収
納
体
制
の
強
化
）

取
り
組
み（
収
納
体
制
の
強
化
）

税
負
担
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、

特
別
な
事
情
も
な
く
保
険
税
を
滞
納
し
て

い
る
滞
納
者
に
は
、
財
産
の
差
し
押
さ
え

な
ど
の
滞
納
処
分
を
含
め
、
厳
正
に
対
応

し
て
い
ま
す
。

一
方
、
失
業
、
多
重
債
務
な
ど
の
事
情

に
よ
り
国
保
税
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難

な
人
に
つ
い
て
は
、
生
活
状
況
な
ど
を
考

慮
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。
相
談
を
希
望

す
る
人
は
、
国
保
医
療
課
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

令和６年度令和６年度
国民健康保険国民健康保険
特別会計決算特別会計決算
状況状況

1人あたりの医療費の推移

収入

国保税
17.8％

県支出金
74.5％

繰入金
7.1％

諸収入 0.2％ 使用料及び手数料 0.0％

国庫
支出金
0.4％ 支出

保険給付費
72.8％

国民健康
保険事業
費納付金
23.5％

諸支出金
0.1％

保健事業費
0.6％
前年度
繰上充用金
1.5％

総務費
1.5％

歳出　28億1,227万円歳入　27億7,825万円

令和６年度
決算状況

わ
れ
ま
す
。

令
和
６
年
度
か
ら
は
、
県
内
市
町
村
で

保
険
税
率
が
統
一
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も

適
切
な
税
率
の
設
定
や
効
率
的
な
事
業
の

実
施
な
ど
を
行
い
、
安
定
的
な
財
政
運
営

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

医療費の負担を減らす取り組み
①�同じ病気で、複数の医療機関を受診する「重複

受診」はやめましょう。
②�日ごろから相談できるかかりつけ医やかかりつ

け薬局を持ちましょう。
③ジェネリック医薬品を利用しましょう。
④�生活習慣病の予防や早期発見のため、健康診査

を受けましょう。

428,471

395,670

374,795

354,124

336,059

2年度0 3年度 4年度 5年度 6年度

440,000

420,000

400,000

380,000

360,000

340,000

320,000

問合せ
国保医療課

（☎内線114）
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斑
鳩
町
に
は
、
現
在
、
３
つ
の
小
学
校

と
２
つ
の
中
学
校
が
あ
り
ま
す
が
、
す
べ

て
の
校
舎
が
建
築
後
40
年
以
上
経
過
し
、

老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
少
子
化
の
影
響
で
将
来
的
に
児

童
生
徒
数
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
町
立
小
・
中
学
校
の
適
正
規
模
と
適

正
配
置
等
に
つ
い
て
議
論
を
行
う
た
め
、

昨
年
８
月
に
、
有
識
者
や
地
域
、
保
護
者

の
代
表
者
、
学
校
の
関
係
者
な
ど
か
ら
構

成
す
る
「
斑
鳩
町
子
ど
も
が
輝
く
学
校
の

未
来
構
想
検
討
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。

け
、
学
校
施
設
の
改
修
等
の
優
先
順
位
付

け
や
実
施
計
画
な
ど
を
定
め
た
学
校
施
設

等
長
寿
命
化
計
画
を
新
た
に
策
定
し
て
い

く
方
針
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

児
童
や
生
徒
に
と
っ
て
、
安
全
・
安
心

で
快
適
な
教
育
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、

新
た
に
策
定
し
て
い
く
長
寿
命
化
計
画
に

基
づ
き
、
費
用
の
縮
減
と
予
算
の
平
準
化

を
は
か
り
な
が
ら
、
学
校
施
設
の
改
修
を

計
画
的
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

建
設
農
林
課（
☎
内
線
2
1
3
）

16
歳
以
上
の
自
転
車
運
転
者
が
、

こ
の
制
度
の
対
象
と
な
る
交
通
違
反

を
犯
し
た
場
合
に
、
警
察
官
が
「
交

通
反
則
告
知
書
」
を
交
付
し
、
反
則

金
の
納
付
を
通
告
さ
れ
ま
す
。
反
則

金
を
納
付
し
な
い
と
刑
事
手
続
に
よ

る
公
訴
が
提
起
さ
れ
ま
す
。

検
討
委
員
会
で
は
、
町
民
や
保
護
者
を

対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
実

施
し
な
が
ら
、
議
論
を
重
ね
、
本
年
７
月

に
検
討
委
員
会
か
ら
斑
鳩
町
教
育
委
員
会

に
答
申
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
答
申
を
受
け
、
こ
の
た
び
、
斑
鳩

町
と
斑
鳩
町
教
育
委
員
会
で
は
、
町
立
学

校
の
適
正
規
模
と
適
正
配
置
等
に
係
る
方

針
と
し
て
、
学
校
施
設
適
正
規
模
等
基
本

構
想
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
基
本
構
想
で
は
、
現
在
の
３
小
学

校
２
中
学
校
体
制
を
維
持
す
る
こ
と
と
し
、

建
物
の
耐
久
性
を
高
め
ま
す
。
ま
た
、
建

物
の
機
能
や
性
能
を
現
在
の
学
校
が
求
め

ら
れ
て
い
る
水
準
ま
で
引
き
上
げ
る
学
校

施
設
の
長
寿
命
化
改
良
工
事
の
実
施
に
向

斑
鳩
町
の
小
学
校
・
中
学
校
の
校
舎
は

斑
鳩
町
の
小
学
校
・
中
学
校
の
校
舎
は

こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
？

こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
？
教
育
委
員
会
事
務
局
総
務
課

　
　
　
　
（
☎
内
線
２
３
２
）

信号無視 携帯電話を
使用しながらの運転

一時停止違反

令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
自
転
車
が

交
通
反
則
通
告
制
度（
い
わ
ゆ
る

「
青
色
切
符
」）の
対
象
に
な
り
ま
す

交通反則通告制度の対象となる交通違反の一例

学
校
施
設
適
正
規
模
等
基
本

構
想
を
策
定
し
ま
し
た
。

３
小
学
校
２
中
学
校
体
制
を

維
持

学
校
施
設
適
正
規
模
等

基
本
構
想

　
詳
し
く
は
下
記
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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法
輪
寺
は
三み

い井
の
地
に
所
在
し
て
い
る

こ
と
か
ら
「
三
井
寺
」
と
も
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
創
建
に
つ
い
て
は
2
つ
の
説
が
あ

り
、
1
つ
は
、
推す
い
こ古

30（
6
2
2
）年
に
聖
徳

太
子
の
病
気
平
癒
を
願
い
、
山
や
ま
し
ろ
の
お
お
え
の
お
う

背
大
兄
王

ら
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
と
す
る
説
。
も

う
1
つ
は
、
天て
ん
じ智

9（
6
7
0
）年
に
斑
鳩

寺
が
火
災
で
焼
け
た
後
に
百く
だ
ら
の
か
い
ほ
う
し

済
開
法
師
ら

3
人
が
造
営
し
た
と
す
る
説
で
す
。

落
雷
に
よ
る
焼
失

法
輪
寺
の
三
重
塔
は
幾
度
か
の
修
復
を

経
て
、
明
治
36（
1
9
0
3
）年
に
最
古
の

三
重
塔
と
し
て
国
宝
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
昭
和
19（
1
9
4
4
）年
7
月
21

日
の
落
雷
に
よ
っ
て
三
重
塔
は
焼
失
し
ま

し
た
。
塔
内
の
釈し
ゃ
か迦
如に
ょ
ら
い
ぞ
う

来
像
、
四
天
王
像

は
救
い
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
塔
は
火
柱
と

な
り
、
身
を
よ
じ
る
よ
う
に
燃
え
落
ち
ま

し
た
。
全
焼
し
た
た
め
に
、
国
宝
の
指
定

は
解
除
さ
れ
ま
し
た
。

三
重
塔
焼
失
直
後
に
行
わ
れ
た
取
材
で

は
、
三
重
塔
の
再
建
は
し
な
い
と
、
当
時

の
住
職
で
あ
る
井
ノ
上
慶け
い

覚が
く
師
は
語
っ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
後
に
住
職
を
継
い

だ
当
時
10
歳
の
井
ノ
上
康こ
う

世せ
い
師
が
、
錦
の

袋
に
包
ま
れ

た
仏ぶ
っ

舎し
ゃ
利り

を

拾
得
し
た
こ

と
を
き
っ
か

け
に
、
井
ノ

上
慶
覚
師
は

三
重
塔
の
再

建
を
決
意
さ

れ
ま
し
た
。

落ら
っ
け
い慶

作
家
の
幸
田
文
氏
を
は
じ
め
、
全
国
か

ら
2
万
人
を
超
え
る
人
々
の
支
援
を
受

け
、
昭
和
50（
1
9
7
5
）年
3
月
末
に
西

岡
常つ
ね
か
ず一
棟
梁
と
、
そ
の
唯
一
の
内
弟
子
で

あ
る
小
川
三み
つ
夫お

棟
梁（
当
時
の
副
棟
梁
）ら

の
尽
力
に
よ
っ

て
、
旧
来
の
場

所
に
創
建
当
初

と
同
じ
姿
で
再

建
さ
れ
ま
し
た
。

塔
内
に
は
、

焼
失
時
に
救

出
さ
れ
た
仏
舎

利
や
釈
迦
如
来

坐
像
、
四
天
王
像
が
安
置
さ
れ
、
昭
和
50

（
1
9
7
5
）年
11
月
4
日
に
完
成
を
祝
う

落ら
っ
け
い慶
法ほ
う
よ
う要
が
営
ま
れ
ま
し
た
。

令
和
7
年
度
秋
季
特
別
展

「
三
重
塔
再
建
50
周
年
記
念
特
別
展
」

三
重
塔
再
建
50
周
年
を
記
念
し
て
、
特

別
展
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時　
11
月
1
日（
土
）～
7
日（
金
）

　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

場
所　
法
輪
寺
境
内
お
よ
び
庫く
り裏

内
容

　
•
三
重
塔
特
別
御ご

開か
い
扉ひ（
※
荒
天
時
を
除
く
）

　
•
展
示　
①
三さ
ん
じ
ゅ
う
の
と
う

重
塔
心し
ん
礎そ

納の
う
置ち

銅ど
う
壺こ

　
　
　
　
　
②
三
重
塔
再
建
関
連
資
料

　
　
　
　
　
③
西
岡
常
一
棟
梁
の
道
具

　
　
　
　
　
　
そ
の
他
の
展
示

※�

特
別
展
開
催
期
間
中
は
拝
観
料
金
が
通
常
と

異
な
り
ま
す
。

大
人
：
6
0
0
円　
高
校
生
～
中
学
生
：
5
0
0
円

再
建
ま
で
の
道
の
り

再
建
を
発
願
し
て
か
ら
、
住
職
二
代
に

わ
た
っ
て
全
国
を
勧
進
行
脚
し
て
い
ま

し
た
が
、
戦
後
の
混
乱
期
に
加
え
、
高
度

経
済
成
長
に
伴
う
物
価
の
高
騰
も
重
な
り
、

再
建
は
何
度
も
足
踏
み
状
態
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
時
、
資
金
集
め
に
奔
走
し
た
の

が
作
家
の
幸こ
う
田だ

文あ
や
氏
で
し
た
。
父
・
幸
田

露ろ

伴は
ん
氏
の
代
表
作
『
五
重
塔
』
の
モ
デ
ル

と
な
っ
た
天
王
寺（
東
京
都
）の
五
重
塔
が

焼
失
す
る
様
子
を
目
に
し
て
い
た
幸
田
文

氏
は
、
後
に
あ
る
出
版
社
を
介
し
て
法
輪

寺
の
勧
進
の
話
を
知
り
、
い
て
も
た
っ
て

も
い
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

【
工
事
中
の
様
子
】

法輪寺 拝観案内
【場　　所】〒636-0101

奈良県生駒郡斑鳩町三井1570
【電話番号】0745-75-2686
【拝観時間】午前８時～午後５時（3月～ 11月末日）

午前８時～午後４時30分（12月～ 2月末日）
【拝観料金（個人）】
 大人：500円　高校生～中学生：400円　小学生：200円

【駐 車 場】有（無料）

法輪寺三重塔再建50周年 問合せ　地域振興課（斑鳩文化財センター内）
（☎0745-70-1200）

法隆寺五重塔・法起寺三重塔と合わせて「斑鳩三塔」として多くの人に親しまれている法輪寺の三重塔は、
昭和19（1944）年に落雷で焼失した後、昭和50（1975）年に再建されてから、今年で50周年を迎えます。

ここでは法輪寺三重塔の焼失から再建までの歴史を紹介します。

法輪寺公式
ホームページ

法輪寺住職
井ノ上 妙

みょうこう

康 師

※写真（三重塔関連）：法輪寺所蔵

明
治
36
年
の
解
体
修
理
の
設
計
図
を
も
と
に
再

建
さ
れ
ま
し
た
が
、
心
柱
は
堀
立
柱
形
式
に
戻

さ
れ
、
創
建

当
初
の
様
式

で
再
建
さ
れ

ま
し
た
。�
▼

▲
塔
の
瓦
は
重
量
の
か
か

り
方
の
都
合
か
ら
瓦
を
三

層
目
か
ら
葺ぶ

き
、
次
に
二

層
目
、
最
後
に
初
層
の
瓦

が
葺
か
れ
ま
し
た
。

法
被
を
着
用
し
た
工
匠
に

よ
っ
て
相そ

う
り
ん輪
が
据
え
付
け

ら
れ
ま
し
た
。
相
輪
は
心

柱
の
先
端
に
、
露ろ

盤ば
ん

、
受う

け

花は
な

、
九く

輪り
ん

な
ど
が
順
に
据

え
ら
れ
ま
し
た
。�

▼

三重塔を失った境内 ▲

再建後の三重塔 ▲

昭
和
19
年
に
三
重
塔
が
炎
上
し
た
時
に

は
、
三
井
集
落
の
若
者
の
多
く
は
出

征
中
で
し
た
が
、
異
変
を
知
っ
た
村
の

方
々
は
初
期
消
火
や
仏
像
の
救
出
な
ど

に
奔
走
、
ま
た
駆
け
つ
け
た
消
防
団
の

必
死
の
放
水
に
よ
っ
て
金
堂
は
類
焼
を

免
れ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
地
域
の

み
な
さ
ま
の
お
か
げ
に
て
三
重
塔
も
再

建
50
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
当
寺
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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斑鳩町子育て応援宣言
子どもたちは、その一人ひとりがそれぞれに個

性や能力、夢を持ったかけがえのない存在であり、
未来の希望です。

この子どもたちが、心豊かで健やかに成長する
ことは、町民すべての願いであり、大人の責任です。

そのため、斑鳩町は、「このまちで子どもを産
みたい。育てたい。そして、いつまでもこのまち
で暮らしたい。」と誰もが実感できるまちをめざ
し、町民一人ひとりが子どもたちを見守りながら、
育むとともに、家庭、地域、事業者及び行政が力
を合わせて子育てを応援するため、ここに「斑鳩
町子育て応援宣言」を行います。

こども家庭センターにご相談を
生き生きプラザ内の「斑鳩町こども家庭セン

ター」では、保健師・保育士・公認心理師などの
専門職が、こどもや保護者の家庭に関する悩みを
聴き、面接や電話、訪問などで継続的に支援して
います。

妊娠期から青年期まで、さまざまな心配ごとに
ついて、ご相談ください。
問合せ　健康対策課（☎0745－70－0001）
　　　　子育て支援課（☎0745－75－1152）

▼頻繁に子どもの泣き叫ぶ声がする

▼衣類や身体がいつも汚れている
　　　　　　　　　　　　　　など

子育てや親子関係に悩んだ時に、子ども（18歳
未満）とその保護者が相談できる窓口です。

匿名でも相談ができます。相談の内容は守られ
ます。ひとりで悩まずに、ご相談ください。

親子のための
相談 L I N E

▼頻繁に保護者の怒鳴り声がする

▼幼い子どもを家に残したまま
　外出している
　　　　　　　　　　　　　など

地域の児童相談所につながります。
誰でも、匿名で連絡ができ、秘密は守られます。
一部のIP電話からはつながりません。

こどもまんなか社会の実現にむけて

和のこころで、子育てを
応援しましょう

ヤングケアラーの相談も、
こども家庭センターへ

少しでもおかしいと感じたら、下記までご連絡をお願いします。
連絡は匿名で行うことも可能で、連絡者や連絡内容に関する秘密は守られます。

相談先：子育て支援課　0745-75-1152
　　　　児童相談所相談専用ダイヤル（無料）　0120-189（いちはやく）-783（おなやみを）

児童相談所
全 国 共 通
ダ イ ヤ ル

子どもや保護者の子どもや保護者のSOSサインSOSサインを見落とさないでを見落とさないで
11月は児童虐待防止推進キャンペーン月間です11月は児童虐待防止推進キャンペーン月間です

子どもについて 保護者について

189
いちはやく
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敬老の日を前に、70歳以上のみなさんを招い
て「敬老会」を開催しました。敬老式典では、今
年米寿を迎えられる人や結婚50年を迎えられる
ご夫婦のみなさんに、町長からお祝いの記念品を
贈呈しました。

敬老式典のあとの演芸では、大衆演劇「劇団夢
道」による芝居や舞踊が行われ、華麗な舞に大き
な拍手が沸き起こっていました。

キッズスケーターの登竜門である日本最大級の
スケートボードコンテスト「FLAKE CUP 2025 
KAIMAKU」のガールズクラスで見事優勝した斑
鳩東小学校４年生の西川結

ゆい
椛
か

さんが中西町長を表
敬訪問されました。
「来年の１月に千葉県のイオンモール幕張新

都心で開催される『FLAKE CUP 2025-2026 
CHAMPIONSHIP』に出場し、ノーミスで滑走で
きるように、
これからの
大会も頑張
りたい」と
語ってくれ
ました。

「JOC ジュニアオリンピックカップ／全国ユー
ス選抜マウンテンバイク大会2025」の小学４年
生の部で優勝した斑鳩東小学校の大野嶺

れい
さんが中

西町長を表敬訪問されました。
大野さんは、小学１年生の時から本大会に出場

し、今年で４連覇という偉業を達成。ほかの出場
選手も大野さんに勝つために、タイムを縮めてく
るなか、「小学５年生、６年生も優勝をめざします」
と力強く
語ってく
れました。

「日本スポーツマスターズ2025」のソフトボー
ル競技に出場する「壮年斑鳩」と、「第39回全日本
シニアソフトボール大会」に出場する「シニア斑
鳩」のみなさんが中西町長を表敬訪問されました。

みなさんは日々練習に励み、「壮年斑鳩」は７
年ぶり、「シニア斑鳩」は２年ぶりに奈良県代表
の枠を勝ち取り、今回、全国大会に出場します。
両チームとも「初戦の相手は強豪チームだが、何
とか２回戦
に進出でき
るよう頑張
りたい」と、
意気込みを
語ってくれ
ました。

パゴにっきパゴにっき イベントや学校行事など、まちの
話題をお届けします。

斑鳩町敬老会斑鳩町敬老会

スケートボードスケートボード
全国大会優勝全国大会優勝
おめでとう！おめでとう！

マウンテンバイクマウンテンバイク
全国大会４連覇全国大会４連覇
おめでとう！おめでとう！

シニアソフトボールシニアソフトボール
全国大会全国大会
出場選手表敬訪問出場選手表敬訪問

9/13

9/17

8/25

9/16
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斑鳩町聴覚障害者協会と手話サークル鳩の会の
みなさんが講師となって、指文字や手話でのあい
さつのミニ講座が行われました。和やかな雰囲気
の中、参加者は手話でのコミュニケーションにつ
いて学びました。

また、世界ろう連盟の呼びかけに賛同して、日
没後は、手話言語の国際デーのシンボルカラーで
あるブルーで役場庁舎前標識をライトアップしま
した。

「JAPAN CUP 2025チアリーディング日本選
手権大会」の自由演技競技小学校高学年部門で準
優勝した斑鳩小学校６年生の髙畑花

はな
乃
の

さんと斑鳩
西小学校５年生の岡村日

ひ
葵
まり

さんが中西町長を表敬
訪問されました。２人は堺チアリーディングクラ
ブに所属し、昨年の大会は３位入賞でしたが、今
年こそは日本一になるために、練習を積み重ねて
きました。
「日本一をとることはできなかったけど、練習

の成果を発揮することができてよかった」と喜び
を語ってくれました。

地域防災力の向上を目的に、自治会連合会視察
研修会が開催されました。

今回の研修先は、陸上自衛隊大久保駐屯地で、
「陸上自衛隊の災害派遣」をテーマとした講演を
聴きました。講師からは、能登半島地震や川上村
の林野火災での派遣経験を踏まえ、現場での活動
内容や課題について具体的なお話がありました。

「自助・共助・公助」の重要性が強調され、自治
会役員や自主防災組織担当者など参加者は、熱心
に耳を傾けていました。

斑鳩町農業委員会などで組織される「斑鳩の里・
農と食の活性化プロジェクト推進委員会」が丹精
込めて栽培した菜の花の種を搾って製造した菜の
花油と、安堵町の伝統産業である灯芯ひき技術を
継承されている灯芯保存会が製作された灯芯を法
隆寺へ奉納しました。

菜の花油と灯芯は、法隆寺の正月の伝統行事
「修

しゅしょうえ
正会」などで灯明として使用され、農とくら

しが伝統行事の継承に繋がっていることを教えて
くれます。

▲左から中西町長、塚原副委員長、澤田委員長、
　法隆寺 古谷管長、安堵町のみなさん

手話言語国際デー手話言語国際デー

チアリーディングチアリーディング
全国大会準優勝全国大会準優勝
おめでとう！おめでとう！

斑鳩町自治会連合会斑鳩町自治会連合会
視察研修会視察研修会

菜の花油の奉納菜の花油の奉納

9/23

9/24

9/21

9/24
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日程 時間 場所
選挙期日の告示日 令和７年11月４日（火） － －
選挙期日（投票日） 令和７年11月９日（日） 投票時間：午前７時から午後８時まで 町内各投票所
選挙会（開票日） 令和７年11月９日（日） 時間：午後９時から 中央公民館 大ホール

●下記の不在事由により投票日の当日（11月９日）に
　�自ら投票所に行き、投票することができない人は、
告示日の翌日（11月５日）から投票日の前日（11月
８日）まで、いずれも午前８時30分から午後８時
まで斑鳩町役場地下大会議室で期日前投票または
不在者投票ができます。

　�期日前投票または不在者投票をする場合は、その
場で宣誓書を提出していただく必要があります。

　�投票所入場券の裏面に期日前投票の宣誓欄を設け
ていますので、あらかじめ記入し、持参してくだ
さい。（印鑑は不要です）

　〔不在事由〕
•�職務または業務に従事中であること。
•�用務または事故のためその属する投票区のある

区域外に旅行中または滞在中であること。
•�疾病、負傷、妊娠（出産）、老衰または身体障害

等のため歩行が困難であること。
•�天災または悪天候により投票所に到達すること

が困難であること。
投票日に近づくにつれ大変混雑しますので、早めの
投票をおすすめします。

●指定病院・指定老人ホーム等での不在者投票
　�都道府県選挙管理委員会が指定する病院・老人ホー

ム等に入院・入所等している選挙人で不在事由に
該当する人は、その病院、老人ホームなどで不在
者投票ができます。手続等については、あらかじ
め病院長、施設の長へお問い合わせください。

●斑鳩町外に滞在している場合の不在者投票
　�不在者投票期間および投票日に斑鳩町外に滞在し

ている場合は、本人により、あらかじめ所定の様式
で斑鳩町選挙管理委員会に投票用紙を請求してく
ださい。滞在先に投票用紙等を郵送しますので、滞
在地を管轄する選挙管理委員会で投票してください。
投票時間終了までに投票用紙が斑鳩町選挙管理委
員会に届くよう、早めの手続きをお願いします。

●郵便等による不在者投票
　�身体に一定の障害がある人、および介護保険法上

の要介護者で、要介護状態区分が要介護５である
人は、自宅等で投票し、郵便等によって送付する
ことができます。詳しくは、町ホームページをご
確認いただくか、斑鳩町選挙管理委員会へ

　お問い合わせください。

斑鳩町選挙管理委員会
斑鳩町明るい選挙推進協議会

（☎内線274）

①日本国民であること。
②�当町に居住し、住民基本台帳に記録されている

こと。
③�投票日（11月９日）現在において満18歳以上であ

ること。（平成19年11月10日以前に出生した人）
④�登録基準日（11月３日）において引き続き３か月

以上斑鳩町に住所を有すること。（令和７年８月
３日以前に転入届を届け出た人）

投票所入場券を郵送しますので、投票の際にお
持ちください。
　入場券が届いていなかったり、紛失した場合で
も、選挙人名簿に登録され、選挙権がある人は投
票できますので、投票所で申し出てください。

斑鳩町長選挙・斑鳩町議会議員補欠選挙は、11月４日に告示し、11月９日
に投票を行う予定です。

この選挙は、町民の将来を託すきわめて重要な選挙です。
明るい選挙で、よりよい郷土を築くため、みなさんそろって投票しましょう。

●斑鳩町長選挙 ・・・
　�ピンク色の投票用紙に、立候補している候補者

の氏名を記載してください。
●斑鳩町議会議員補欠選挙 ・・・
　�黄緑色の投票用紙に、立候補している候補者の

氏名を記載してください。

手が不自由なことや文字が読めないことなどに
より、自ら投票用紙に記載できない人は、投票管
理者に申出をすれば、代理投票補助者が代書します。

11月９日（日）は斑鳩町長選挙・11月９日（日）は斑鳩町長選挙・
斑鳩町議会議員補欠選挙の投票日です斑鳩町議会議員補欠選挙の投票日です

選挙執行日程

この選挙で選挙権を有する資格等 投票所入場券

期日前投票・不在者投票

投票の方法 代理投票
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クリ
ニッ
ク



地
域
振
興
課（
斑
鳩文化財センター）（☎0745－7

0－1
20
0）

斑
鳩
文

化財センター

だ
よ
り

い

にし
えの風
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●
龍
田
城
跡
ス
ポ
ッ
ト
ラ
リ
ー

実
際
に
龍
田
城
が
存
在
し
た
こ
と
を
実

感
し
て
も
ら
お
う
と
、
現
地
に
残
る
龍
田

城
の
痕
跡
を
め
ぐ
る
ス
ポ
ッ
ト
ラ
リ
ー
を
、

展
示
会
期
間
中
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

「
ス
ポ
ッ
ト
」
の
詳
細
は
、
斑
鳩
文
化

財
セ
ン
タ
ー
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し

て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
ス
ポ
ッ
ト
を
め

ぐ
っ
た
写
真
を
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で

提
示
し
て
い
た
だ
く
と
、「
オ
リ
ジ
ナ
ル

御ご
じ
ょ
う
い
ん

城
印
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。（
入

館
者
に
限
り
ま
す
）

る
な
ど
貴
重
な
も
の
で
、
今
回
は
そ
の
書

状
も
初
公
開
し
て
い
ま
す
。

●
龍
田
城
跡
の
発
掘
調
査
の

　
出
土
品

城
の
中
心
付
近
の
発
掘
調
査
で
は
、
石い
し

組ぐ
み
井い

戸ど

や
柱は
し
ら
れ
つ列な
ど
が
見
つ
か
っ
て
い
ま

す
。
一
方
、
城
の
南
東
部
で
は
、
い
か
る

が
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
の
建
設
に
伴
う
調
査
で
、

屋
敷
地
に
関
連
す
る
遺
構
が
見
つ
か
っ
て

い
ま
す
。

今
回
は
、
当
時
の
生
活
の
一
端
を
う
か

が
え
る
よ
う
な
瓦
や
茶
碗
、
皿
な
ど
の
出

土
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

●
奈
良
県
内
の
同
時
代
の
城

令
和
８
年
の
大
河
ド
ラ
マ
主
役
の
豊
臣

秀ひ
で
長な
が
が
百
万
石
の
領
主
の
居き
ょ
じ
ょ
う城と
し
て
整

備
し
た
郡
山
城（
大
和
郡
山
市
）や
日
本
三

大
山
城
の
一
つ
で
あ
る
高た
か
と
り取
城じ
ょ
う（
高
取
町
）、

そ
の
高
取
城
と
と
も
に
豊
臣
政
権
下
で

大や
ま
と
の
く
に

和
国（
奈
良
県
）を
治
め
る
た
め
の
重
要

な
城
で
あ
っ
た
宇う

だ陀
松ま
つ
山や
ま
じ
ょ
う
城（
宇
陀
市
）、

戦
国
時
代
に
松ま
つ
永な
が
ひ
さ久
秀ひ
で
が
大
和
支
配
の
拠

点
と
し
た
信し

貴ぎ
さ
ん
じ
ょ
う

山
城（
平へ
ぐ
り
ち
ょ
う

群
町
）な
ど
か
ら

の
出
土
品
を
は
じ
め
、
絵
図
面
な
ど
を
展

示
し
て
い
ま
す
。

●
片
桐
且
元
の
肖
像
画

肖
像
画
は
且
元
の
十
三
回
忌
の
際
に
描

か
れ
た
も
の
で
、
慈じ
こ
う
い
ん

光
院（
大
和
郡
山
市

小
泉
町
）に
伝
わ
っ
た
も
の
で
す
。
慈
光

院
は
、且
元
の
弟
の
貞さ
だ
隆た
か
を
祖
と
す
る「
小

泉
藩
片
桐
家
」
の
菩ぼ
だ
い
じ

提
寺
で
す
。
且
元

の
「
龍
田
藩
片
桐
家
」
は
６
代
目
で
途
絶

え
た
た
め
、
肖
像
画
は
、
且
元
の
位い
は
い牌

と

共
に
慈
光
院
に
伝
わ
り
ま
し
た
。
今
回
展

示
し
て
い
る
も
の
は
そ
の
複
製
品
で
す
が
、

在
り
し
日
の
且
元
の
姿
を
想
像
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

●
片
桐
且
元
の
書
状

今
回
の
特
別
展
で
は
、
且
元
が
家
臣
に

土
地
を
与
え
た
こ
と
を
記
し
た
書
状
や
、

豊
臣
秀
吉
亡
き
後
、
そ
の
子
の
秀ひ
で
よ
り頼
に
仕

え
、
豊
臣
家
の
家か

老ろ
う
と
し
て
働
い
て
い
た

こ
と
を
示
す
書
状
、
ま
た
、
且
元
の
弟
の

貞
隆
の
書
状
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
今
年
に
入
っ

て
町
内
の
個
人
の

お
宅
か
ら
片
桐
且

元
の
書
状
が
発
見

さ
れ
ま
し
た
。
文

中
に
は
法
隆
寺
の

名
も
記
さ
れ
て
い

斑鳩文化財センターでは、
現在令和７年度秋季特別展

「龍田城－片桐且元が築いた
城－」を開催中です。

今月号では、その見どころ
を紹介します。

第
19
回 

絵
で
伝
え
よ
う
！

「
わ
た
し
の
町
の
た
か
ら
も
の
」絵
画
展

　

�

斑
鳩
ユ
ネ
ス
コ
協
会
事
務
局（
中
央
公
民
館
内
）

�

（
☎
0
7
4
5
�
1
5
1
1
）

斑
鳩
ユ
ネ
ス
コ
協
会
で
は
、
斑
鳩
の
文

化
や
自
然
、
伝
統
文
化
な
ど
を
守
り
伝
え

る
活
動
の
一
環
と
し
て
、毎
年
町
内
の
小・

中
学
生
を
対
象
と
し
た
絵
画
展
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　
11
月
６
日（
木
）～
９
日（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
（
９
日
は
午
後
２
時
ま
で
）

　
　
※
９
日
午
後
２
時
～
表
彰
式

場
所　
中
央
公
民
館
展
示
室

主
催　
斑
鳩
ユ
ネ
ス
コ
協
会

▲片桐且元像（慈光院所蔵）

▲片桐且元書状（個人所蔵）

「龍田城－片
か た ぎ り

桐且
か つ も と

元が築いた城－」
秋季特別展



町立図書館（☎0745－75－7
733

）E-mail：mailmaster@librar
yika

rug
a.j
p

HP：https://www.ikaruga-l
ib.jp

図書館へ行こう !

町立図書館（☎0745－75－7
733

）E-mail：mailmaster@librar
yika

rug
a.j
p

HP：https://www.ikaruga-l
ib.jp
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11月の図書館臨時開館日

11月３日（祝・月）と11月23日（祝・日）は、
午前９時30分から午後５時まで臨時開館します。

12月ブックスタート
　赤ちゃんと保護者に絵本を無料でプレゼントする催しです。

対象　６か月～１歳未満の赤ちゃんとその保護者
　　　※保護者だけでも受け取りできます。
場所　町立図書館　　日時　12月５日（金）・７日（日）午前10時～午後５時
持物　母子健康手帳・絵本ひきかえ券
　　　※絵本の読み聞かせを希望の人は下記の時間帯にお越しください。

12月５日（金）・７日（日）午前10時～ 11時

11月の図書展示（11月１日～ 30日）
「旅と奈良」をテーマに展示を行います。
ミニ展示「女性に対する暴力をなくす運動」関連展示
聖徳太子歴史資料室では「藤ノ木古墳発掘調査40周年記念関連展示」を行います。

場所　町立図書館児童フロア
定員　各10組（申込不要）

■おとなのためのおはなし会
日時　11月９日（日）
　　　午後３時～
協力　斑鳩おはなしの会
■水曜日のおはなし会
日時　11月12日（水）
　　　午後２時～
協力　ひこはな絵本の会
対象　０～６歳
■土曜日のおはなし会
日時　11月15日（土）
　　　午後３時～
協力　おはなしさんぽ
対象　小学生以下

一般書 貸出ベスト３
１位　�「成瀬は天下を取りにいく」（宮島 未奈）
２位　�「架空犯」（東野 圭吾）
３位　�「大長編ドラえもん７」（藤子・Ｆ・不二雄）

児童書 貸出ベスト３
１位「せんたくかあちゃん」
２位「これはのみのぴこ」
３位「ポケモンをさがせ！２」

電子図書館 貸出ベスト３
１位　�「暮らしが良くなる片づけ」
２位　�「タッグ（角川文庫）」
３位　�「ラクして！本気見せごはん」

MAP

※�電子図書館の登録申込は、図書館利用カードを持っ
ている人ならメールでも申し込みできます。詳しく
は図書館ホームページをご覧ください。

お知らせ

おはなし会 ランキング８月



ま
ち の 情 報
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主な連絡先
斑鳩町役場
	 ☎0745-74-1001
町立図書館
	 ☎0745-75-7733
中央公民館
	 ☎0745-74-1511
東公民館
	 ☎0745-74-4122
西公民館
	 ☎0745-75-3911
中央体育館
	 ☎0745-75-3100
斑鳩文化財センター
	 ☎0745-70-1200
生き生きプラザ斑鳩
	 ☎0745-70-1000
保健センター
	 ☎0745-70-0001
子育て支援課
	 ☎0745-75-1152
斑鳩町地域包括
支援センター
☎0745-74-5666

斑鳩の里観光案会所
	 ☎0745-74-6800
ふれあい交流センター
いきいきの里
	 ☎0745-74-0990
衛生処理場
	 ☎0745-74-2371
西老人憩の家
	 ☎0745-74-1517
東老人憩の家
	 ☎0745-74-5050
ふらっぴん♪
	 ☎0745-44-3177
いかるがホール
	 ☎0745-75-7743
三室休日診療所
	 ☎0745-74-4100
斑鳩町シルバー
人材センター
	 ☎0745-75-0884
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催　
　
し

第
４
回
人
権
セ
ミ
ナ
ー

地
球
よ
り
重
た
い
、
た
っ
た
一
つ
の

あ
な
た
の
命
～
戦
後
80
年
、
届
け
よ

う
平
和
の
願
い 

ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ

生
涯
学
習
課（
☎
内
線
2
2
3
）

平
和
を
学
ぶ
こ
と
は
命
の
大
切
さ
を
知

る
こ
と
。
平
和
は
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
ま

ず
一
歩
。

日
時　
11
月
14
日（
金
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　
中
央
公
民
館　
大
ホ
ー
ル

講
師　
川
本 

三
栄
子（
旭
堂
南
歌
）氏

親
子
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
キ
ン
グ

～
三
輪
山
麓
散
策
と
み
か
ん
狩
り
～

生
涯
学
習
課（
☎
内
線
2
2
3
）

秋
の
ひ
と
と
き
、
親
子
で
楽
し
く
ハ
イ

キ
ン
グ
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　
11
月
24
日（
振
休
・
月
）

西
和
７
町
障
害
者
等
支
援
協
議
会

第
10
回
住
民
講
座

「
精
神
障
害
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
」

�

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー　
ぽ
る
と
・
ベ
ル

（
☎
0
7
4
5
㊸
5
5
4
1
）

病
気
や
障
害
は
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
自
分
自
身
や
家
族
、
職
場
、
知
人
を

ふ
く
め
る
と
、
何
ら
か
の
形
で
関
わ
る
こ

と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

10
回
目
と
な
る
今
回
の
講
座
で
は
、
障

害
の
あ
る
当
事
者
と
そ
の
支
援
者
を
講
師

と
し
、「
病
気
や
障
害
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
」「
病
気
と
ど
う
付
き
合
っ
て
生
活

し
て
い
る
の
か
」
な
ど
を
お
話
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

�

（
入
場
無
料
・
申
込
不
要
）

日
時　
12
月
２
日（
火
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
頃

場
所　
い
ず
み
ス
ク
エ
ア（
王
寺
町
防
災

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
）３
階

い
ず
み
ホ
ー
ル（
王
寺
町
本
町
４

－

6
4
5

－

１
）

主
催　
西
和
７
町
障
害
者
等
支
援
協
議
会

※
小
雨
決
行

会
場　
フ
ル
ー
ツ
ラ
ン
ド
森
岡
利
博
み
か

ん
園（
桜
井
市
）

集
合
場
所　
纒ま

き

向む
く

遺
跡
内
広
場（
Ｊ
Ｒ
万

葉
ま
ほ
ろ
ば
線
巻
向
駅
か
ら
徒
歩
１

分
）に
午
前
10
時
30
分
集
合

解
散
場
所　
午
後
３
時
30
分
に
Ｊ
Ｒ
巻
向

駅
で
解
散
予
定

参
加
費　
大
人　
　
5
0
0
円

　
　
　
　
子
ど
も　
3
0
0
円

　
　
　
　
（
み
か
ん
狩
り
・
保
険
料
含
む
）

※
参
加
費
は
集
合
場
所
で
徴
収
し
ま
す
。

持
物　
弁
当
・
水
筒
・
汗
拭
き
タ
オ
ル
・

レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト

対
象　
生
駒
郡
内
の
小
学
生
と
そ
の
保
護

者
申
込　
11
月
14
日（
金
）ま
で
に
、
①
保
護

者
の
住
所
・
氏
名　
②
子
ど
も
の
氏
名
・

学
年　
③
参
加
人
数　
④
電
話
番
号
を

生
涯
学
習
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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令
和
７
年
度
「
犯
罪
被
害
者
支

援
奈
良
県
民
の
つ
ど
い
」

　
　
奈
良
県
人
権
施
策
課

（
☎
0
7
4
2
㉗
8
7
1
6　

�
fax
0
7
4
2
㉗
8
7
2
1
）

犯
罪
や
事
件
・
事
故
の
被
害
に
あ
わ
れ

た
人
と
家
族
、
遺
族
の
置
か
れ
た
状
況
や

こ
れ
ら
の
人
々
に
対
す
る
支
援
の
重
要
性

に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
に
開
催
し
ま
す
。

生
命
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
展

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
の
ち
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
」
に
よ
る
、
事
件
・
事
故
な
ど
に
よ
り

理
不
尽
に
生
命
を
奪
わ
れ
た
犠
牲
者
が
主

役
の
ア
ー
ト
展
で
す
。

日
時　
11
月
10
日（
月
）

　
　
　
午
前
11
時
～
午
後
３
時

場
所　
高
の
原
イ
オ
ン
２
階　
平
安
コ
ー

ト
式
典
・
特
別
講
演

○
ウ
エ
ル
カ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

奈
良
県
警
音
楽
隊

○
講
演

性
犯
罪
被
害
者
Ａ
子
さ
ん（
匿
名
）

「�

性
犯
罪
被
害
者
の
今
～
被
害
か
ら
20

年
経
っ
て
～
」

日
時　
11
月
28
日（
金
）午
後
１
時
～
３
時

30
分（
開
場
午
後
０
時
30
分
）

場
所　
奈
良
公
園
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
レ
ク

チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

● スポーツ 大会のお知らせ
中央体育館（☎0745-75-3100）

大会名 日　時 場　所 申込期間

ソフトボール
選 手 権 大 会 11月30日(日) 健 民

運動場
11月2日(日)

～16日(日)

※�申込、詳細については、中央体育館へお問い合
わせください。

� 斑鳩町紅葉まつり実行委員会事務局（法隆寺 i センター内）（☎0745-74-6800）

百人一首にも詠まれた紅葉の名所竜田川河畔で、
紅葉を愛でながらフリーマーケットを楽しみませんか。
開催日　11月30日（日）午前10時～午後３時
場　所　県立竜田公園内
出店数　約40店舗
※会場に駐車場はありません。
　車で来場する場合は、役場東側駐車場をご利用のうえ、
　役場正面駐車場発の無料シャトルバスにご乗車ください。

斑鳩町紅葉まつりを開催します！斑鳩町紅葉まつりを開催します！

ハロートレーニング（公的職業訓練）
のご案内 【問合せ】大和郡山公共職業安定所　　　　　

職業相談部門（☎0743-52-4355）
ハロートレーニングは原則無料で受講できる職業

訓練で、希望する仕事に就くために必要な職業スキ
ルや知識などを習得できます。就職へのサポートも
ハローワークが行います。

募集中の職業訓練コースは奈良労働局
ホームページをご確認ください。
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•
郵
送（
〒
6
3
6
‐
0
1
9
8

　
　
　

 

斑
鳩
町
選
挙
管
理
委
員
会
宛
）

•
ｆ
ａ
ｘ（
0
7
4
5
�
1
0
1
1
）

•

Ｅ
メ
ー
ル

　
（soum

u@
tow

n.ikaruga.nara.jp

）

•
持
参（
役
場
２
階　

斑
鳩
町
選
挙
管
理

委
員
会
窓
口（
総
務
課
内
）（
土
曜
・
日

曜
日
、
休
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分
）

申
込
期
間

　
11
月
４
日（
火
）～
28
日（
金
）

※
11
月
28
日（
金
）は
午
後
５
時
ま
で

※
郵
送
の
場
合
は
期
間
内
の
消
印
有
効

選
考
方
法　
書
類
選
考
に
よ
り
決
定

※
募
集
要
領
・
応
募
申
込
書
は
、
斑
鳩
町

選
挙
管
理
委
員
会
窓
口
で
配
布
し
ま
す
。

ま
た
、
斑
鳩
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

斑
鳩
町
婦
人
会
会
員
募
集

山
﨑（
☎
0
7
4
5
�
3
1
7
1
）

白
石（
☎
0
7
4
5
�
7
9
2
7
）

斑
鳩
町
制
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
婦
人

会
で
一
緒
に
楽
し
く
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

活
動
内
容　
社
会
見
学
・
運
動
会
・
学
習

会
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど

年
会
費　
5
0
0
円

募　
　
集

斑
鳩
町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

委
員
募
集

　
　
斑
鳩
町
選
挙
管
理
委
員
会

（
総
務
課
内
）（
☎
内
線
2
7
4
）

す
べ
て
の
選
挙
が
公
正
明
朗
に
行
わ
れ

る
よ
う
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設

置
し
て
い
る
「
斑
鳩
町
明
る
い
選
挙
推
進

協
議
会
」
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
詳
し

く
は
、
募
集
要
領
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

募
集
人
員　
10
人

任
期　
令
和
８
年
１
月
１
日
～

　
　
　
令
和
９
年
12
月
31
日

応
募
資
格　
明
る
い
選
挙
推
進
運
動
に
積

極
的
に
参
加
す
る
意
欲
の
あ
る
人
で
、

次
の
要
件
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

•�

町
在
住
で
選
挙
権
を
有
す
る
人

　
（
令
和
８
年
１
月
１
日
現
在
で
18
歳
以

上
の
人
）

•�

明
る
い
選
挙
の
実
現
に
賛
同
し
、公
平・

中
立
な
立
場
で
活
動
で
き
る
人

活
動
内
容　
明
る
く
正
し
い
選
挙
を
推
進

す
る
た
め
の
啓
発
活
動
の
企
画
・
実
施

※
報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
込
方
法　
「
公
募
委
員
応
募
申
込
書
」

に
必
要
事
項（
氏
名
、
生
年
月
日
、
住
所
、

応
募
の
理
由
1
0
0
字
程
度
な
ど
）を

記
入
の
う
え
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法

で
斑
鳩
町
選
挙
管
理
委
員
会
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
応
募
に
要
す
る

諸
費
用
は
本
人
負
担
と
し
ま
す
。

町立保育所で働く保育士を募集します
～令和８年度採用予定の会計年度任用職員（保育士）～

【採用職種】保育所保育士
（保育士資格を有する人または
令和８年３月31日までに資格
取得見込みの人）

【勤 務 地】町立保育所
（あわ保育園、たつた保育園の
いずれか）

【採用方法】試験による選考

【採用予定数】若干名

※�勤務条件、報酬等の詳細はホームページの募集案内をご覧いただくか、子育て支援課へお問い合わ
せください。

【申込期間】�11月４日（火）～ 21日（金） 土曜・日曜日、祝日は除く
　　　　　 午前８時30分～午後５時15分

【申込方法】�子育て支援課に電話またはメールで申し込み、
　　　　　 面接日時をご相談ください。

【受　　付】子育て支援課（☎0745-75-1152）
　　　　　 Ｅメール　kosodate@town.ikaruga.nara.jp

【試験日時】11月中旬から12月上旬まで随時
【持 ち 物】①履歴書（市販用紙、応募者自筆、写真貼付）
　　　　　 ②保育士証原本または資格取得見込証明書

【試験会場】生き生きプラザ斑鳩（斑鳩町小吉田１-12-35）
【試験方法】個別面接による口述試験

採用概要 試験申込

試験概要
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 参 加 費 　無料（材料費は別途必要）
 申�込期間 　11月７日（金）～ 16日（日）事前申込制・

先着順（定員に達し次第締め切ります）
 申�込方法 　11月７日（金）～９日（日）は中央公民館

窓口でのみ受け付けます。（午前９時～午後７時）
　 �11月10日（ 月）か ら は 窓 口 に 加 え て E メ ー ル

（chuoukou@town.ikaruga.nara.jp）でも受け付
けます。（電話での受付は行いません）

※�７～９日に発信された E メールは10日受付になります。

E メールで申し込む場合は、次の❶～❻をご記入く
ださい。（❸・❹はケーキ作り教室申込時にご記入
ください）
❶申し込み教室名❷参加者氏名（よみ）❸学校名・学
年❹同伴者氏名（よみ）❺郵便番号・住所❻電話番号
 受�講決定 　11月25日（火）に決定し、対象者には、

持ち物等の詳細について後日郵送でお知らせしま
す。（申込人数が、お香は８人・ケーキ作りは６
組を下回る場合、不開講となります）

� 問合せ　中央公民館（☎0745-74-1511）

好評だった夏休みファミリー教室に続いて、今年度の第２弾冬の特別教室（公民館教室）を実施します。

冬冬のの特別教室特別教室（公民館教室）（公民館教室）にに参加参加しませんか！しませんか！

教室名・講師 日時・場所 募集人数 材料費 対　象 内　容
冬季特別教室
香司の手作りお香

森山 実可子
12月20日（土）
10:00～11:30

中央公民館
創作室

15人 １人
4,000円

町内在住・
在勤の成人

「天然原料で調合するお部屋香作り」
平安時代から暮らしの中で親しまれるよ
うになったお香。お部屋香は、現代でい
う「和のルームフレグランス」です。白
檀や丁子など、各種天然原料をたっぷり
使用し調合していきます。豪華な金襴袋
の中から好きな柄を選んでいただき、黒
の台座付きでそのまま飾ることができま
す。お正月飾りとしてもお使いいただけ
ます。

（サイズ…幅11㎝・高さ12㎝程度）

冬休みファミリー教室
クリスマスケーキ作り

川本 幸代
　　 　村上 郁代 12月21日（日）

10:00～12:00
中央公民館
調理実習室

12組 １組
2,200円

町内在住の
小学１年生～
中学３年生と
その家族

（中学生も成
人 の 同 伴 が
必要です）

「ふわふわホワイトクリスマスケーキと
� かわいいクッキー作り」
15㎝直径のペーパーデコ型にスポンジ
ケーキを焼き、ホイップクリームとサン
タピックで仕上げます。焼き時間にかわ
いいクッキーも作りましょう。

講師

講師
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記
録レ

ー
ス
の
記
録
は
Ａ
ｔ
h
ｌ
ｅ
ｔ
ｅ

Ｔ
ａ
ｇ
で
計
測
し
ま
す
。

完
走
証

完
走
者
全
員
に
、
大
会
当
日
の
記
録
を

記
載
し
た
完
走
証
と
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ャ
ー

タ
オ
ル
を
配
布
し
ま
す
。

表
彰

①�

種
目
別
男
女
総
合
１
位
～
３
位
を
表
彰

②
部
門
別
１
位
～
３
位
を
表
彰

大
会
ゲ
ス
ト

千
葉
真
子
さ
ん
、
大
阪
芸
術
大
学
女
子

駅
伝
部
、
奈
良
グ
レ
ー
ト
ブ
ッ
ダ
ー
ズ

ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
開
催

会
場
内
に
お
子
さ
ん
や
観
覧
、
応

援
の
人
も
楽
し
め
る
ス
ペ
ー
ス
を
設

置
し
ま
す
。

•�

千
葉
真
子
さ
ん
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室

•�

奈
良
グ
レ
ー
ト
ブ
ッ
ダ
ー
ズ
と

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

•�

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験

出
店
ブ
ー
ス
の
設
置

飲
食
、
ス
ポ
ー
ツ
用
品
な
ど
の
販

売
を
行
い
ま
す
。（
ラ
ン
ナ
ー
限
定

ぜ
ん
ざ
い
無
料
配
布
）

 

※�

過
去
の
参
加
賞
な
ど
も
販
売
し
ま
す
。

「
い
か
る
が
の
里 
聖
徳
太
子
マ
ラ
ソ

ン
」
は
、
第
50
回
で
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｌ
を
迎
え

た
「
い
か
る
が
の
里
・
法
隆
寺
マ
ラ
ソ
ン
、

斑
鳩
三
塔
健
康
走
ろ
う
会
」
が
新
し
く
生

ま
れ
か
わ
っ
た
大
会
で
す
。
内
容
を
充
実

さ
せ
、
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

開
催
日　
令
和
８
年
２
月
８
日（
日
）

　
（
雨
天
決
行
、
積
雪
中
止
）

ス
タ
ー
ト
時
間

ハ
ー
フ
コ
ー
ス　
午
前
９
時
20
分

10
㎞
コ
ー
ス　
　
午
前
10
時
00
分

大
会
会
場　
す
こ
や
か
斑
鳩
・
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー

コ
ー
ス　
斑
鳩
町
役
場
を
ス
タ
ー
ト
し
、

法
隆
寺
境
内
の
周
辺
、
史
跡
藤
ノ
木
古

墳
、
中
宮
寺
、
法

輪
寺
、
法
起
寺
、

い
か
る
が
溜
池
周

遊
道
路
を
走
行
す

る
、
古
都
斑
鳩
の

歴
史
的
街
並
み
を

存
分
に
味
わ
え
る

コ
ー
ス
で
す
。

種
目　
ハ
ー
フ
コ
ー
ス

•�

男
子　
高
校
生
～
29
歳
以
下

•�

男
子　
30
代

•�

男
子　
40
代

•�

男
子　
50
代

•�

男
子　
60
歳
以
上

•�

女
子　
高
校
生
～
29
歳
以
下

•�

女
子　
30
代

•�
女
子　
40
代

•�
女
子　
50
代

•�

女
子　
60
歳
以
上

10
㎞
コ
ー
ス

•�

男
子　
高
校
生
～
29
歳
以
下

•�

男
子　
30
代

•�

男
子　
40
代

•�

男
子　
50
代

•�

男
子　
60
歳
以
上

•�

女
子　
高
校
生
～
29
歳
以
下

•�

女
子　
30
代

•�

女
子　
40
代

•�

女
子　
50
代

•�

女
子　
60
歳
以
上

申
込
期
間　
11
月
１
日（
土
）

�

～
30
日（
日
）午
後
５
時

申
込
方
法　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
Ｒ
Ｕ
Ｎ

Ｎ
Ｅ
Ｔ
）で
の
申
し
込
み
と
な
り
ま
す
。

※
そ
の
他
注
意
事
項
、
申
込
規
約
、
個
人

情
報
の
取
扱
い
や
、
第
２
回
大
会
か
ら

の
主
な
改
善
点
や
変
更
点
に
つ
い
て
は
、

大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

参
加
資
格

•�

高
校
生
以
上
の
健
康
な
人

•�

ハ
ー
フ
コ
ー
ス�

２
時
間
30
分
以
内
で

　
完
走
で
き
る
人

•�

10
㎞
コ
ー
ス�

１
時
間
50
分
以
内
で

　
完
走
で
き
る
人

定
員

•�

ハ
ー
フ
コ
ー
ス�

2
︐
0
0
0
人　
　

•�

10
㎞
コ
ー
ス�

な
し　
　
　
　
　
　

制
限
時
間

•�

ハ
ー
フ
コ
ー
ス�

２
時
間
40
分　
　
　

•�

10
㎞
コ
ー
ス�

２
時
間　
　
　
　
　

参
加
費

•�
一
般　
　
4
︐
0
0
0
円

•�
高
校
生　
2
︐
0
0
0
円

参
加
賞

オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ

※
申
込
時
に
サ
イ
ズ
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
課（
☎
内
線
２
２
２
）

第
３
回

第
３
回  

い
か
る
が
の
里

い
か
る
が
の
里  

聖
徳
太
子
マ
ラ
ソ
ン

聖
徳
太
子
マ
ラ
ソ
ン

「
マ
ラ
ソ
ン
の
部
」
参
加
者
募
集

「
マ
ラ
ソ
ン
の
部
」
参
加
者
募
集
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年
末
ご
み
・
資
源
物
の
収
集
の

実
施

環
境
対
策
課（
☎
内
線
1
3
6
）

ご
み
・
資
源
物
の
排
出
量
が
増
加
す
る

年
末
に
、次
の
と
お
り
収
集
を
実
施
し
ま
す
。

回
収
日
・
回
収
品
目

12
月
29
日（
月
）

　
　
　
　
　
　

 

そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類

12
月
30
日（
火
）

　
　
　
　
　
　

 

可
燃
ご
み
、
生
ご
み
分

別
収
集（
戸
別
収
集
先
行
地
域
の
戸
別

収
集
も
含
む
）

回
収
エ
リ
ア　
全
町
域

回
収
方
法　
通
常
ど
お
り
、午
前
８
時
ま
で

に
、
ご
み
集
積
所
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
12
月
29
日（
月
）と
30
日（
火
）は
、
家
庭

ご
み
・
資
源
物
の
衛
生
処
理
場
へ
の
持

ち
込
み
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

※
年
内
の
衛
生
処
理
場
へ
の
持
ち
込
み
は
、

平
日
は
12
月
26
日（
金
）ま
で
、
第
４
日

曜
日
の
12
月
28
日（
日
）も
、
持
ち
込
み

可
能
で
す
。
年
始
は
１
月
５
日（
月
）か

ら
、
持
ち
込
み
可
能
で
す
。

※
資
源
に
カ
エ
ル
宝
箱
、
公
共
施
設
の
生

ご
み
収
集
バ
ケ
ツ
は
、
年
末
年
始
の
12

月
27
日（
土
）～
令
和
８
年
１
月
４
日

（
日
）の
間
は
撤
去
し
ま
す
。

※
全
町
域
で
の
収
集
と
な
り
、
収
集
に
時

間
を
要
す
る
見
込
み
の
た
め
、
通
常
の

収
集
ル
ー
ト
や
収
集
時
間
と
異
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

お
知
ら
せ

子
ど
も
若
者
育
成
支
援
強
調
月
間

　
　
斑
鳩
町
青
少
年
悩
み
ご
と
相
談

（
☎
0
7
4
5
�
0
0
7
7
）

11
月
は
子
ど
も
若
者
育
成
支
援
強
調
月

間
で
す
。

青
少
年
の
健
全
な
育
成
に
つ
い
て
、
斑

鳩
町
青
少
年
問
題
協
議
会
で
は
、
年
間
を

通
じ
て
次
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
青
少
年
の
健
全
育
成
に
関
す
る
啓
発
活
動

●
西
和
警
察
・
西
和
地
区
地
域
安
全
推
進

委
員
斑
鳩
支
部
と
の
町
内
巡
回
活
動

　
（
青
少
年
の
非
行
行
為
等
の
情
報
提
供
は
、

役
場
生
涯
学
習
課
へ
お
願
い
し
ま
す
）

●
青
少
年
悩
み
ご
と
相
談（
毎
週
火
曜
・

金
曜
・
土
曜
日　
中
央
公
民
館
内
）

　
※�

電
話
・
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
相
談
で
き

ま
す
。

11
月
の
納
税

○
国
民
健
康
保
険
税

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
（
普
通
徴
収
・
第
５
期
分
）

　
…
国
保
医
療
課（
☎
内
線
１
１
４
）

○
介
護
保
険
料

　
　
（
普
通
徴
収
・
第
５
期
分
）

　
…
福
祉
課（
☎
内
線
１
２
０
）

納
期
限

12
月
１
日
㈪

お
忘
れ
な
く
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※相談の時間が９：00~16：00の場合は、12：00~13：00の間は不在となります。

11月の相談 内　　　容 相　談　日 時　間 場　所 申　　込

無 料 法 律 相 談
不動産、相続、離婚、損
害賠償、金銭貸借、保証
など民事上のトラブルな
どに関する相談

11日（火）、18日（火）、
25日（火）
（電話予約申込順）

13:00~16:00 役場１階
第２会議室

住民課
（☎内線163）

消 費 生 活 相 談
契約のトラブル、悪質商
法、商品の品質・欠陥な
ど消費生活全般に関する
相談

６日（木）、13日（木）、
20日（木） 13:00~16:00

役場１階
第３会議室

申込不要
安全安心課

（☎内線273）27日（木）  9 :00~16:00

人 権 相 談 人権の侵害や差別に関す
る相談

12日（水）
（毎月第２水曜日）

13:00~16:00 住民課
（☎内線163）行 政 相 談 行 政 の 仕 事 や 手 続 き、

サービスに関する相談 ４日（火）

青少年悩みごと
教 育 相 談

青少年の悩みや不安と
いった心の問題に関する
相談（オンライン相談も可）

毎週火・金・土曜日  9 :00~16:00

中央公民館

申込不要
電話相談可能
☎0745-74-0077

出 前 サ ポ ス テ
若 者 自 立 の
無 料 相 談

働くことについて悩みを
抱える15~39歳くらい
までの若者やその保護者
を対象とした相談・支援

28日（金）
（毎月第４金曜日） 10:00~12:00

若者サポートステー
ションやまと
☎0744-44-2055
fax0744-44-2056

創 業 支 援 相 談 事業計画書の作成支援や
創業全般に関する相談 ７日（金） 10:00~12:00 ふらっぴん♪ 斑鳩町商工会

☎0745-74-2500

子 育 て 相 談
子育てについてのさまざ
まな悩みを臨床心理士な
どがお受けします

毎週月・火・木曜日
毎月第２・第４水曜日  9 :00~16:00

生き生き
プラザ斑鳩
相談室

子育て支援課
☎0745-75-1152

女性のための相談 女性が抱えるあらゆる悩み
の相談（オンライン相談）

28日（金）
（第４金曜日） 13:00~16:20

役場会議室
または自宅
など

予約専用
☎0745-75-9269
休日を除く8:30~17:15
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陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科

学
校
生
徒
の
募
集
案
内

　
　
自
衛
隊
奈
良
募
集
案
内
所

（
☎
0
7
4
2
㉗
5
7
0
1
）

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
を
募

集
し
ま
す
。

資
格　
令
和
８
年
４
月
１
日
現
在
、
15
歳

以
上
17
歳
未
満
の
男
子
で
、
中
学
卒
業

者（
令
和
８
年
３
月
に
中
学
校
卒
業
見

込
み
の
者
を
含
む
）

申
込　
10
月
１
日
～
令
和
８
年
１
月
15
日

（
締
切
日
必
着
）

試
験
日　
令
和
８
年
１
月
24
日（
土
）ま
た

は
25
日（
日
）（
１
次
試
験
）

自
衛
官
候
補
生
も
年
間
を
通
じ
て

受
付
中

資
格　
採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
、

　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
男
女

※�

詳
し
く
は
、
自
衛
隊
奈
良
募
集
案

内
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

許
し
ま
せ
ん
！
滞
納

町
税
・
県
税
の
一
斉
滞
納
整
理

期
間

税
務
課（
☎
内
線
1
5
5・1
5
6
）

地
方
税
の
公
平
・
公
正
を
確
保
し
、
納

税
者
の
信
頼
を
守
る
た
め
、
奈
良
県
で
は

今
年
度
も
11
月
・
12
月
を
「
市
町
村
税
・

県
税
の
一
斉
滞
納
整
理
期
間
」
と
し
て
、

一
斉
に
重
点
的
な
滞
納
整
理
に
取
り
組
み

ま
す
。

期
間
中
は
、
斑
鳩
町
と
県
が
協
力
し
て
、

財
産
調
査
、
預
貯
金
・
給
与
差
押
な
ど
に

よ
る
滞
納
整
理
に
集
中
的
に
取
り
組
み
ま

す
。納

付
が
遅

れ
て
い
る
場

合
は
、
早
期

に
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練

安
全
安
心
課（
☎
内
線
2
7
2
）

地
震
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生
に
備
え

て
、
情
報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す
。

こ
の
訓
練
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム（
※
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）を
用
い
た
訓
練
で
、

斑
鳩
町
以
外
の
地
域
で
も
全
国
一
斉
に
さ

ま
ざ
ま
な
手
段
を
用
い
て
情
報
伝
達
訓
練

が
行
わ
れ
ま
す
。

訓
練
実
施
日
時

11
月
12
日（
水
）午
前
11
時
頃

斑
鳩
町
で
の
訓
練
内
容

斑
鳩
町
防
災
情
報
メ
ー
ル
、
斑
鳩
町
公

式
L
I
N
E
で
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
で
受
信

し
た
内
容（
テ
ス
ト
文
）を
送
信
し
ま
す
。

▲
自衛隊奈良地方協力本部

許しません！許しません！許しません！

滞 納滞 納滞 納滞 納

私たちに情報が伝わるまで

※Ｊアラートとは、地震・津波や武力攻撃などの
緊急情報を、国から人工衛星などを通じて瞬時
にお伝えするシステムです。

斑鳩町
Jアラート受信機

携帯電話会社

緊急情報

登録制
メールなど

緊急速報メール
（エリアメール）

住民
国

内閣官房
気象庁

一、�歴史と文化を大切にし、貴重な遺産を次の世代に
伝えます。

一、�恵まれた自然との調和をはかり、やすらぎのある
まちにします。

一、�人権を尊重し、心のふれあ
うまちをめざします。

一�、�ともに生き、ともに学び、
未来を拓く活力のあるまち
にします。

一�、�知恵と力を出し合い、住み
よいまちを築きます。

町民憲章（平成9年5月9日制定）
わたしたちは、聖徳太子ゆかりの斑鳩のまちに住むこと
を誇りとし、「和」の精神を尊び、明るく豊かな郷土を
つくります。

法 輪 寺 の 三 重 塔 は 昭 和19
（1944）年に落雷で焼失し
ましたが、再建から今年で何周年でしょう？

〈11月17日（月）必着〉
応�募方法　クイズの答え・住所・氏名・電話番号を、はがき（〒636-0198 斑鳩町

役 場・ 広 報 ク イ ズ 係 ）、fax（0745-74-1011）、E メ ール（soumu@town.
ikaruga.nara.jp）のいずれかの方法で役場まで。正解者のなかから、抽選で２
人に斑鳩町商工会で購入できる「斑鳩ブランド認定品」商品券1,000円分をプレ
ゼントします。プレゼントの当選発表は、発送をもってかえさせていただきます。
10月号広報クイズの答　片桐且元（応募件数14）

Q

町政や広報に
ついてのご意
見・ご要望も、お書き添え
ください。

町
の
花「
さ
ざ
ん
か
」

▲
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【留意事項】

※焼却行為を実施する前には、
　必ず西和消防署に「火災と紛らわしい煙または火炎を
　発するおそれのある行為の届出」を提出してください。

①　空気が乾燥している、風が強い日は火を使わない。
②　火を使用するときは、消火用具を準備する。
③　火から離れない。
④　一度に多量、広範囲の焼却はしない。
⑤　�その場を離れるときは、火が完全に消えた
　　ことを確認する。

奈良県広域消防組合管内では、令和7年に入り
237件の火災が発生し、6人が亡くなっています。

（令和7年8月31日現在）
全国的に見ても、住宅火災による死者のうち、

約７割が高齢者となっており、死亡原因の約６割
が逃げ遅れとなっています。

住宅火災の逃げ遅れをゼロにするために、自宅
に住宅用火災報知器を設置し、防火の習慣を意識
づけていきましょう。

©ORIX　Buffaloes
斑鳩町出身
曽谷　龍平 投手

例外で、届出をして焼却行為をするときは、下記の事項に
気をつけましょう。
斑鳩町のみなさん、ご協力をお願いします！

奈良県広域消防組合西和消防署では11月9日から15日までの間、『秋季火災予防運動』
を実施します。

これからは、空気が乾燥し、火災が発生しやすい時季となります。火災の原因には、た
ばこの投げ捨て、たき火の不始末、火遊び、不用意な火の取り扱いなどがあります。心が
け一つで火災は防ぐことができます。火の取り扱いには十分に注意してください。

奈良県広域消防組合西和消防署予防課
☎0745-73-1001

令和７年 秋季全国火災予防運動
令和７年度全国統一防火標語

『急ぐ日も 足止め火を止め 準備よし』『急ぐ日も 足止め火を止め 準備よし』

野焼きが原因の火災が多発しています！野焼きが原因の火災が多発しています！
「野焼き」は、原則禁止です‼

住宅用火災警報器住宅用火災警報器

設置しましょう！設置しましょう！

秋
季
火
災
予
防
運
動
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事 業 名 実施日 受付時間 対　象　者 内　容　な　ど

助 産 師 相 談
11月19日㈬
11月26日㈬
12月３日㈬
12月10日㈬

9：30～
�1 0：30

妊娠中の人や
乳幼児の保護者

○�産前・産後についての相談や母乳育児・授
乳などについての相談　　

持物：母子健康手帳、バスタオル
申込：各実施日の前日まで

パ パ の た め の
子育てなんでも
相 談

11月19日㈬
12月３日㈬

13：00～
�15 ：00

妊婦の夫・
パートナー、

子育て中の男性

〇�出産・子育てに関する悩み、家族に対する
関わり方への不安などについての相談

申込：各実施日の前日まで
方法：来所または電話

乳 幼 児 相 談
（育児・栄養相談）

11月26日㈬ 13：30～
�14 ：30

就学までの児
〇育児や食事のことなどの相談
持物：母子健康手帳（※身体計測希望の場合はバスタオル）
申込：各実施日の前日まで12月２日㈫ 9：30～

�1 0：30

中期離乳食教室
12月６日㈯ ９：45～

�1 0：00
R７年

３～５月生

〇離乳食の話と試食、パパママスクール参加
者との交流会
持物：�母子健康手帳、手拭きタオル、お茶、

健康マイレージポイントカード
申込：実施日の前日まで

前期離乳食教室
12月12日㈮ 13：15～

�13 ：30
R７年

７・８月生

〇離乳食の話と試食
持物：�母子健康手帳、手拭きタオル、お茶、

健康マイレージポイントカード
申込：実施日の前日まで

令和７年度から、高齢者の帯状疱疹ワクチンの予防接種が定期接種となり、対象の人には接種費用の助成
を行っています。接種がお済みでない人は、早めに接種してください。
　助成の対象となる接種期間は令和８年３月31日までです。

令和７年度
対象の年齢と
生年月日

カレンダー健 康子ども
（事前申込要：電話申込可）

=�健康マイレージポイント
対象事業です

帯状疱疹ワクチンの接種はお済みですか？帯状疱疹ワクチンの接種はお済みですか？

【対象者】
①接種時に斑鳩町に住民登録があり、今までに帯状疱疹ワクチンの接種を完了していない人

年齢 対象の生年月日
65歳 昭和35年４月２日～昭和36年４月１日
70歳 昭和30年４月２日～昭和31年４月１日
75歳 昭和25年４月２日～昭和26年４月１日
80歳 昭和20年４月２日～昭和21年４月１日
85歳 昭和15年４月２日～昭和16年４月１日
90歳 昭和10年４月２日～昭和11年４月１日
95歳 昭和５ 年４月２日～昭和６ 年４月１日

100歳 大正14年４月２日～大正15年４月１日
101歳以上 大正14年４月１日以前に生まれた人

② �60歳以上65歳未満の人で、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能の障害があり、日常生活がほと
んど不可能な人

【助成回数および自己負担額】
生ワクチン 組換えワクチン

助 成 回 数 １回 ２回
自己負担額 4,000円 10,000円 / 回

【接種方法】
•�町内委託医療機関へ直接お申し込みください。
•�町外の医療機関で接種を希望する人は、予診票等が必要となりますので必ず保健センターへお問い合わせください。

※�広域７町（斑鳩町、三郷町、平群町、安堵町、王寺町、河合町、
上牧町）以外の医療機関で接種する場合は、自己負担額が異
なる場合があります。

※�令和７年度対象の人は、令和８年度以降は定期接種の対象となりません。
※�組み換えワクチンの場合、２回とも助成を受けるためには、１回目の接種を遅くとも令和８年１月末までにすませ、

令和８年３月31日までに２回の接種を受ける必要があります。
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後期高齢者健康診査の受診期限は令和８年１月31日までです。
健康診査受診券は、令和７年６月に送付しています。まだ、受

診していない被保険者のみなさんは受診券、質問票、健康保険資
格のわかるものを持参のうえ、健診実施医療機関で受診してくだ
さい。

事　業　名 実施日 時間 定員 内　　　　　容

こ こ ろ の 健 康 相 談
（精神保健福祉士による）

①12月 １ 日㈪
②12月15日㈪

１３：００～
１５：００ 各２人

○�気分が落ち込みやすくなった、理由もなく涙が
出る、最近家族のようすがおかしいなどの相談。

方法：面談または電話
申込：①11月28日㈮まで　②12月12日㈮まで	

健康・栄養相談してみませんか？
毎日の体調や食事で気になることを、保健師、管理栄養士に相談できます。
　•健診の結果をどう活かしたらいい？
　•食生活に気をつけているが合っている？
　•効果的な運動を知りたい。

事 業 名 実施日 受付時間 対　象　者 注　意　事　項

子宮頸がん
検 診

11月28日㈮

①13：15～
14：00

②14：00～
14：45

20歳以上の
女性

申込先着（� ）30人

令
和
6
年
度
に
町
の
検
診
を
受
診
し
て
い
な
い
人

○子宮頸がん検診を受けられない人
・�検査当日、生理中の人

※�子宮頸がん検診を受診する人は受診しや
すいスカートを着用してください。

○乳がん検診を受けられない人
・�ペースメーカーを入れている人
・�乳房の手術を受けた人（しこりの切除

等を含む）
・�授乳中または断乳直後の人

※�乳がん検診を受診する人はバスタオル（検
診時に使用します）をご持参ください。

※�新型コロナウイルスワクチン接種後に、
接種した側のわきや首などのリンパ節が
腫れることがあります。乳がん検診の判
定に影響をおよぼすことがありますので、
検診はワクチン接種前に受けてください。

※�子宮頸がん・乳がん検診は2年に1回です。　　
　�申し込み時に必ず前回受診日をお知らせ

ください。

☆
持
物　
健
康
手
帳
・
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

☆
結
果　
4
週
間
前
後
で
異
常
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
通
知
し
ま
す

☆
手
話
通
訳
・
託
児
等
が
必
要
な
人
は
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す

乳がん検診
（マンモグラフィ
 のみ）

40歳以上の
女性

申込先着（� ）35人

子宮頸がん・
乳がん

（マンモグラフィ
 のみ）
セット検診

40歳以上の
女性

申込先着（� ）55人

大 腸 が ん
検 診 11月29日㈯

容器提出日
9：00～

11：00 35歳以上
○�容器は提出日１週間前までに保健セン

ターで 購入して ください。（容器代160円）
※事前申込不要

今年度
最終です

予約制です。
お気軽に保健センターへ
お問い合わせください。

おとな ■ がん検診予定表（集団検診）
（事前申し込み要：電話・ｆａｘ・メール申込可）

守ろう！あなたの健康
～がん検診を受けましょう～

=健康マイレージポイント対象事業です

11月・12月11月・12月はは後期高齢者健康診査後期高齢者健康診査
受診促進月間受診促進月間ですです

～年に１度の健康チェック　受けましたか？～～年に１度の健康チェック　受けましたか？～

（事前申込要：電話申込可）■ 健康相談予定表
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メールアドレス
info@town.ikaruga.nara.jp
ホームページ
https://www.town.ikaruga.nara.jp/

人の動き

11月号
令和7年11月1日発行

（通巻722号）

　 27,917人
　　（前月比　－2）
　　男13,217人
　　女14,700人
　 　12,380世帯
　　（前月比　＋13）

（令和7年9月30日現在）
問合せ
斑鳩町総務部総務課
〒636-0198
奈良県生駒郡斑鳩町
法隆寺西3丁目7-12
☎　0745-74-1001
fax　0745-74-1011
※かけ間違いに注意 !

シグネチャーパビリオン「Dialogue Theater 
－ い の ち の あ か し － 」（ 森 の 集 会 所）内「ALL 

NARA HARMONY」に斑鳩町のブース出展をしました。今
年は藤ノ木古墳発掘調査から40年の節目の年であることか
ら、藤ノ木古墳の魅力をアピールしてきました！

ブースでは藤ノ木古墳に関する展示を行い、ワークショッ
プでは銅鏡のキーホルダー作成体験を実施し、来場者に楽し
んでいただきました。

スポーツの日に、第３回 いかるがの里 聖徳太
子マラソン「ファンランの部」を開催し、513
人のランナーが参加しました。

ランナーのみなさんは自然あふれる景色を楽
しみながら、沿道からの応援を励みに、コース
を駆け抜けました。

大会結果は次のとおりです。

本大会は、独立行政法人日本スポーツ振興センターの
スポーツ振興くじ助成金を活用し、開催しました。

①４歳～小学生低学年 ②男子小学生高学年 ③男子中学生 ④男子一般 ⑤女子小学生高学年 ⑥女子中学生 ⑦女子一般
１位 釜山　凜華 １位 雑賀　裕生 １位 東條　朔弥 １位 川村　直輝 １位 辻村　柊花 １位 西埜　妃依里 １位 川中　真里
２位 本田山　幸大 ２位 山下　蓮祐 ２位 稲継　悠仁 ２位 吉田　逸平 ２位 津森　虹美 ２位 徳谷　日向子 ２位 安村　香織
３位 田中　希槻 ３位 澤田　大飛 ３位 山﨑　煌翔 ３位 今西　智信 ３位 板谷　美咲 ３位 伊勢　遥香 ３位 川西　郁恵

①４歳～小学生低学年 ②男子小学生高学年 ③男子中学生 ④男子一般 ⑤女子小学生高学年 ⑥女子中学生 ⑦女子一般
１位 中村　颯希 １位 澤田　清正 １位 夏目　桜玖 １位 田中　和哉 １位 藤井　詩子 １位 夏目　楓子 １位 中本　　香
２位 中村　優仁 ２位 山本　悠ノ介 ２位 岩永　颯大 ２位 山本　圭介 ２位 延原　実都 － ２位 辻　　奏美
３位 瀧ケ平　陸人 ３位 新谷　智樹 ３位 澤田　一輝 ３位 小西　隆洋 － － ３位 髙橋　久美子

パゴにっきパゴにっき プラス

大阪・関西万博への出展大阪・関西万博への出展

第３回第３回
いかるがの里 聖徳太子マラソンいかるがの里 聖徳太子マラソン

「ファンランの部」開催「ファンランの部」開催

9/16,17

お仕事内容　�月２回、町内各戸への町広報紙配布業務です。指定配布期間（各３日間）
内であれば、ご都合に合わせて就業いただけます。空き時間の有効活
用や健康維持のためにも、ぜひお申し込みください。

対　　　象　町内在住の60歳以上の人

※担当エリア・担当件数、報酬など
　詳しくは下記へお問い合わせください。

問合せ　斑鳩町シルバー人材センター（☎0745-75-0884）

広報いかるが配布員募集中！広報いかるが配布員募集中！

３㎞コース

６㎞コース
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